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＜本号の表紙絵＞

スウェーデンのウプサラ大学の解剖講堂

ウプサラ大学の中心的建物のひとつに、1633年にたてられた

Gustavianumがある。この建物は3階建てで中央にドーム型の

部分がある。OIofRudbeckという人が、オランダのライデン大

学の解剖学階段講堂に感銘して構想をたて、1662年にドーム部

分を建物の中央に建設した。

図の如く、ドームの下が解剖講堂になっており、中心部に卵

円形の解剖台がおかれている。しかし回転式ではない。

解剖台を8角の壁がとりかこみ、その上に古代ローマの円形

劇場のように6段の階段が屹立している｡見学者は200人以上収

容できるが立見である。最上段には著名人のための簡素なベン

チ席があり、しばしば複数の著名人が来場した。

刑死者の解剖については、1663年から1766年までの間に、わ

づか1()回の解剖示説であった。それも局所解剖にとどまったと

いう。

1766年から1841年にかけて、このドーム部分は図書館に利用

され、その後、階段は移動されて動物学博物館となった。しか

し1950年に至って以前の階段講堂の姿に復した。見学可能。

（この縦断面図はウプサラ大学の見学パンフより借用した｡）

（中西淳朗）

●
。
■

．
…
…
・
・
・
…
：
…
・
深
瀬
泰
日

順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
編

一
く
つ
九

一
〈
一
一
一

一
〈
一
〈
ロ


